






























































































































































































































































































































































































































































































































































V 高 中 低 やや高 中 やや低 中













































































































































































組合せ 表示記号 Vノ℃の関係 印　　　象 調　　　和
Nα 5R 5R
明度差4、同彩度。 静か、やさしい、
1 9／2 5／2 高／低・中／低 平均するとやや高明度。淡 おとなしい
い、やわらか、静かである
明度差2、彩度差0。 遠見の色味の識別困難
2 5／2 3／2 中／低・低／低 明度低、彩度低。 不調和
暗く、地味、にぶい
明度差2、彩度差4。 地味
3 3／2 5／6 低／低・中／中 中彩度により、渋い、 落ち着き、安定
落ち着き、地味
明度差0、彩度差6。 彩度対比による強さ、
4 5／6 5／12 中／中・中／高 鮮やかなR、濁色のRの彩 統一性
度対比による、統一ある強さ
明度差6、同彩度。 地味、
5 9／2 3／2 高／低・低／低 Nα1より明度対比がある 穏やか
低彩度により、暗く、地味
明度差4、彩度差4。 明るく、あたたかな、
6 9／2 5／6 高／低・中／中 高明度で平均のとれた 落ち着きのある
明かるく、あたたかさがある
明度差4、彩度差10。対比が 色相Rにより
7 9／2 5／12 高／低・中／高 あり、明るく、はなやいだ 暖感のある、
暖感 明快さ
同明度、彩度差4。 統一性、
8 5／2 5／6 中／低・中／中 中明度のため、淡い、落ち 渋い、安定した
茄いた感じ
同明度、彩度差10。 重量感、
9 5／2 5／12 中／低・中／高 中明度により彩度差がある 強さのある
強い
明度差2、彩度差10。 強さ、鮮か誉対比



























5R 5YR V／Cの関係 印　　　象 調　　　査



































































































































































5R 5BG V／Cの関係 印　　　象 調　　　和
















































































































































































































































































































































































































① 7。5R ② 7．5GY ③ 7．5B ④ 7．5P
a b a b a b a b
V C V C V C V C V C V C V C V C
V 8
8 9 8 8 7 9 8
／
C 6 2 5 4 7 2 －6 8 6 2 4 6 7 2 5 4
4 2 5 5 4 2 ，4 4
a一低彩度である a一 @のaと同じ a一低彩度。 にぶ a一低彩度、 渋い
が、 明度を高く し やわらかみがある。 く、 暗い。 （灰色の強い）、地味
配 たため、 やわらか 地味。 b㌣低明度。 カッ b－aに比べると
色 い明るさのある調 b 一高彩度。 チリとした、確か 地味な中にもやわ







b共に暖色系 a、 b共に中性感 a、 b 一寒色系の a、 b共に中性で
和 の落ち着いた調和 のさわやかな調和 暗く 沈んだ調和。 落ち着いた調和。
・状 となった。
態
派手ではないが、 aは中高年向きの 日常、 Bを中心と a・b一中、高年
服 使い易い配色。 地味な配色。 ．bは した配色はよく使 に好まれるが、 単
飾 アクセント・カラー 若年向けと、彩度、 われるが、 アクセ に地味でくすんだ
a十2Y 7．5／12 明度によ り 異なる。 ントカラーを加え 色あいになり、 識
へ （うこん色） アクセント・カラー るだけで表情の変 別が困難な配色で
の b十7GY
7，5／4．5 a十4R 4／7 化する、 使用し易 あるともいえる。
（若葉色） （すおう） い配色。 アクセント・カラー
応 aは鮮かさが、 b十5Y 8／12 アクセント・カラー a十1R 6／6．5
用
b は渋味が （レモン色） a十10RP 3／9 （オールドローズ）
加わる。 a． 渋味＋華やかさ （ワインレッド） b十2．5R 2，5／3
b
















a．　2：1 b．3：1 a．　3：2 b．4：2
2．5PB　3／6 7．5RP　6／6 5PB　6／8 5Y　8／12
























高明度のYを低明 対立色相R、BGを ’重量感のあるG、B 対立色相P、Yを
配
度のPB、低彩度の 高明度でまとめた、 を高明度、中彩度 低明度、中彩度の
Pが、落ち着かせ RP、　YRがやわら にまとめた3色を GY、　BG、　Gが落
色 ている。 げる。 バックとして、現 ち着かせる。





明るく、鮮やか 強いコントラスト やや高明度に近い 1－bと同様、多
だが落ち着きのあ があるが、安定感 P、PB、　RPが 色にも抱わらず明






プリントに使われ プリントに使用さ 服飾において、余 2－aと同様の事
る。主調色はYと れる。スポーティ り多色の配色がな が言える。
服 なり、明かるい配 一。主調色はRと されることは、プ 鮮やかさの中に、
飾 色となる。 なる。若々しい派 リント生地等の他 落ち着きを持つ配
へ












a－1 a－2 b－1 b－2
使
　
用
　
色
　
相
5R4／12（赤）
V．5GY　6／10
iさえた黄緑）
P0B　7／10
iあざやかな青）
2．5Y　8／10
iあざやかな黄）
iクロームイエロー）
V．5BG　8／3
iごくうすい青緑）
V．5P　6／6
iうす紫Xオーキッド）
a－1
@十
TBG　7／8
?ｴやかな青緑
a－2
@十
P0B　6／10
ｳえた青
配
　
色
　
印
　
象
安定した力強さ。
vｾ度、高彩度と
ｯじ調子で配色し
ｽので、特別、訴
ｦるものは少ない。
ｾ快
安定した配色を各
F相の彩度差、明
x差にもたせた。
S体に中性からや
笳竓ｴ。
a－1に、GY、　B
�ﾂなぐBGを配
u。アンバランス
ﾅあるが面自い。
a－2に、Bを加
ｦ、清涼感が増し
ｽ。Yは浮き上が
閭Aクセントとな
驕B
調
　
和
　
状
　
態
安定感のある、強
｢バランスのとれ
ｽ調和。
e色相の明度、彩
xを変化させる事
ﾅ調和のある配色
ｪ求められる。
おとなしい調和と
ﾈる。
F相の持つ感情効、
ﾊが大きく作用し
ｽ、調和としては
ｸやかである。
b－1、b－2
ﾀ定しすぎた調和を、1色加える事に
謔閨Aアンバランスな色相配置を作り
oし、アクセントとなる色相を強調す
骼魔ﾌ可能な調和である。
服
飾
へ
の
応
用
同一色相の配色と共に、服飾においては、最も使用範囲が広く、安定した良い
ｲ和の得られる配色である。彩度を低くすると地味、彩度を高くすると派手、
ｾ度を高くすると軽やか、低くすると重味のある、等の配色が求められる。
bﾉおける、アクセントカラーを浮き上がらせての調和も、服飾における配色
ｲ和において大切なことである。
一171一
である。光のない所に色彩は存在しないし，色彩の判別は不可能である。色
彩となり，見える光に，太陽，電球，蛍光灯，炎など，みつから色のついた
光を出すもの（光源色），色ガラスなどを透過した光の色（透過色），みつ
からは発光しない物に当たった光の反射の色（表面色）がある。私達のいう
色（色彩）は表面色をさす場合が最も多く，服飾における色彩調和に用いた
色もこの表面色が使われた。物体に当たる光は，太陽光線に代表される自然
光，電灯，蛍光灯などの人工光線があるが，正しく色彩を判別する場合にお
いては，自然光（＝白色光）の下で判別なされなければならない。物に当た
る光線により色が左右されないためにである。身近な例として，八百屋のみ
かんやりんごにあてられた，裸電球がある。店先で見たみかんは赤味の強い
美味しそうな，澄色に見えたのだが，家に帰り蛍光灯の下で見ると緑味の強
い，まずそうなみかんに変身することがある，これは電球にある赤味の光と
蛍光灯にある青味の光の効果なのである。
　医学的に色の見え方はといえば，光は人間の視器官の中の網膜上の明かる
さに感応する桿体と色彩に感応する錐体と刺激し視覚を生じさせる。
　光は刺激を与える力，放射エネルギーを持つ，この放射エネルギーは物理
的な性質の電磁波で，波長の極めて短い宇宙線から電波までを含んでいる。
そのうちで400　nmから700　nmの波長を持つのが光である。（nm＝ナノメ
ーター・0．000001mm）太陽光線をプリズムで分解すると長波長の赤から短
波長の紫迄，赤，澄，黄，緑，青，紫の光の帯があらわれる。これが可視光
線（可視スペクトル）である。太陽光線は分光しない限り，この様な色を含
んでいるとは思えないが波長ごとに，赤，黄，青などの色光を有し，反射，
吸収，偏光する性質を持つ。すぺての物体の色が見えるのは，この反射，吸
収の作用の結果なのである。ここに，黄色いレモソがある，これに光（白色
光）を当てると，光の中から黄色にあたる光を主に反射し，赤，緑，青など
は吸収する事で，視感覚に黄色であると認識させるのである。しかし，黄色
に見えていても，同時に他の色もごく少量ではあるが，反射して居り，黄色
の色味を複雑によりレモソらしく見える働きの助けをしている。物体は，可
一172一
（1の一般色名（明度の高いものから）
1一①一a：ごくうすい赤
　　　　・明るい灰赤
　　　　・灰赤
　　一b・ごくうすい赤
　　　　・灰赤
　　　　・暗い赤
1一②一a・ごくうすい黄緑
　　　　・ごくうすい黄緑
　　　　・暗い灰黄緑
　　一b・黄緑
　　　　・ふかい黄緑
　　　　・5、かい黄緑
表7
1一③一a・ごくうすい青
　　　　・明るい灰青
　　　　・灰青
　　一b・うす青
　　　　・にぶ青
　　　　・暗い青
1一④一a・ごくうすい紫
　　　　・明るい灰紫
　　　、・恢紫
　　一b・ごくうすい紫
　　　　・灰紫
　　　　・灰紫
視スペクトルで見える純粋な色，彩度100％の色はなく，他の異なる波長の
色光をも反射しているのである。可視スペクトルと色の関係は，赤一700～
610nm，燈一610～590　nm，黄一590～570　nm，緑一570～500　nm，青一500
～450nm，紫一450～400　nmである。
　色彩は当たる光源が，大きい程，鮮かに，知覚される。反射，吸収の差により
色彩の差が生じ，他の色との区別が行われる。色彩が光により存在するもの
であるがゆえに，光の種類の変化により，色彩の見え方も変化するものである。
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